
←

（

‘

，
瓢

昭和36年1月16日第3種郵便物認可　昭和51年12月1日第223号（毎月1回1日発行1部30円）

NO．223

／51

宗
団
の
使
命

　
け
ん
そ
う
に
ま
み
れ
た
昭
和
五
十
一

年
も
ま
さ
に
暮
れ
な
ん
と
し
て
い
る
。

　
地
震
、
台
風
、
大
火
、
ロ
ッ
キ
ー
ド

問
題
、
諸
料
金
恒
上
り
等
世
情
は
い
そ

が
し
さ
の
極
み
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
つ

れ
て
、
精
神
世
界
の
方
も
何
か
わ
か
ら

な
い
う
ち
に
引
き
ず
ら
れ
、
い
つ
の
ま

に
か
終
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
現
代
は
情
報
社
会
と
い
わ
れ
て
い
る
。

種
女
の
話
題
が
善
悪
の
区
別
な
し
に
、

我
々
に
飛
び
込
ん
で
来
る
。
こ
れ
ら

を
、
各
人
の
頭
脳
が
い
か
に
分
類
し
判

別
し
て
、
生
活
に
役
立
て
て
行
く
か
が

大
き
な
問
題
で
あ
る
。
か
の
漱
石
の
言

葉
を
か
り
る
ま
で
も
な
く
、
と
か
く
こ

の
世
は
住
み
に
く
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
住
み
に
く
い
世
に
、
ど
う
し
て

「
安
心
」
を
確
立
さ
せ
て
行
く
か
が
、

各
宗
団
の
命
題
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

「
安
心
」
が
確
立
さ
れ
れ
ば
、
宗
団
の

使
命
の
大
半
が
達
せ
ら
れ
た
と
い
っ
て

て
も
、
決
し
て
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

（写^は歓
談
さ
れ
る
バ
ン
ダ
ラ
ナ
イ
ケ
首
相
（
左
よ
り
二
人
目
）
と
関
尚
道
根
来
寺
座
主
1
1
三
面
記
事
参
照
H
）
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勧
財
、
企
画
小
委
員
会
で
き
る

　
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
日
本
大
会
準
備
委
員

会
は
既
報
の
と
お
り
、
十
月
六
日
に
発
会
し
た

が
、
そ
の
後
、
十
六
名
の
小
委
員
が
理
事
長
座

長
に
よ
る
糞
婆
委
員
会
で
選
出
さ
れ
、
さ
ら
に

勧
財
及
び
企
画
が
当
面
早
急
に
実
動
態
勢
に
移

ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
二
つ

の
小
委
員
会
が
発
足
し
、
今
日
ま
で
種
々
検
討

し
て
来
て
い
る
。

　
勧
財
小
委
員
は
、
麻
布
照
海
、
井
上
日
宏
、

岡
野
貴
美
子
、
清
水
谷
孝
尚
、
和
田
仁
雅
、
桜

井
大
乗
の
各
師
で
、
現
在
ま
で
に
次
の
よ
う
な

討
議
を
し
て
い
る
。

　
ω
加
盟
宗
派
、
都
府
県
仏
、
団
体
等
へ
負
担

町
≡
脚
≡
｛
一
．
三
嗣
三
一
τ
一
一
…
≡
＝
、
－
＝
三
一
髄
＝
、
」
＝
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「
青
年
の
船
」

　
W
F
B
日
本
大
会
を
記
念
し
て
明
春
就
航

予
定
で
あ
っ
た
青
年
の
船
「
ぜ
ん
ぶ
つ
丸
」

は
、
十
一
月
三
十
日
の
締
切
日
ま
で
に
乗
船

者
募
集
五
百
名
の
見
込
み
が
た
た
ず
、
こ
の

ま
ま
す
す
め
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
む
ず
か

し
い
と
の
判
断
の
も
と
、
や
む
な
く
延
期
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
青
年
の
船
準
備
企
画
に
む
協
力
下
さ

　
金
の
依
頼
を
す
る
。
．
㈲
懇
志
袋
を
全
国
的
に
配

　
忙
し
て
協
力
を
求
め
る
。
㈲
特
別
寺
院
協
力

　
金
、
特
別
仏
教
徒
募
金
、
一
般
仏
教
徒
募
金
を

　
具
体
化
す
る
。
ω
記
念
事
業
と
し
て
、
全
店
会

　
館
建
設
を
明
示
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
。
㈲
小
委

　
員
会
の
諮
問
委
員
を
都
近
郊
四
仏
等
よ
り
推
せ

　
ん
し
て
も
ら
う
、
等
々
。

　
　
ま
た
、
企
画
小
委
員
は
花
山
勝
友
、
村
野
宣

　
忠
、
若
林
隆
光
、
西
村
輝
成
、
摩
尼
清
之
、
杉

　
谷
義
純
、
大
橋
冨
士
子
、
真
渓
義
貫
、
山
田

　
　
一
真
、
白
川
良
純
の
各
面
で
既
に
組
織
面
に
つ

　
い
て
の
検
討
、
日
程
の
検
討
、
趣
意
書
の
煮
つ

　
め
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
趣
意
書
原
案
の
作
成

＝
三
＝
「
一
i
≡
≡
一
＝
τ
－
一
≡
≡
＝
ー
ー
≡
≡
襯
＝
ー
ー
≡
一
＝
≡
」

延
期
い
た
し
ま
す

い
ま
し
た
委
員
の
方
々
、
乗
船
者
募
集
に
む

尽
力
下
さ
っ
た
多
く
の
方
々
に
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
充
分
な
る

準
備
を
し
た
上
で
、
再
度
企
画
い
た
す
つ
も

り
で
お
り
ま
す
。
そ
の
節
は
よ
ろ
し
く
御
力

添
え
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。　
　
　
　
　
　
事
務
総
長
　
鱒
渕
　
正
浩

隔
…
τ
、
一
一
＝
一
二
二
一
覧
5
一
二
二
〇
一
二
覧
」
甲
一
＝
一
一
一
一
鞠
竃
】
一
一
＝
O
一
自
＝
1
、
甲
二
一
＝
＝
“
1
】
昌
＝
髄
一
二
一
暉
一
1
ニ
＝
ニ
一
＝
覧
－
一
＝
＝
一
＝
品
玉
量
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は
若
林
委
員
が
担
当
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ぼ
成
文
化
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
大
会
の
名
称
は
「
第

　
　
　
　
　
　
　
　
十
二
回
世
界
仏
教
徒
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
大
会
」
（
通
称
W
F
B
大

　
　
　
　
　
　
　
　
会
）
と
す
る
こ
と
も
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
会
仮
事
務
局
は
明
年

三
月
末
日
ま
で
開
設
さ
れ
、
四
月
か
ら
正
式
の

事
務
局
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
本
年
中
に

は
実
行
委
員
長
、
事
務
局
長
等
の
人
事
も
ほ
ぼ

内
定
を
見
る
も
よ
う
で
あ
る
。

大
会
へ
御
援
助
、
協
賛
を

実
行
委
員
会
組
織
へ

　
日
本
大
会
に
つ
い
て
、
種
々
の
委
員
会
が
開

か
れ
、
大
会
へ
の
具
体
的
な
動
き
が
始
ま
っ
て

い
る
。
明
年
早
々
に
は
「
第
十
二
回
世
界
仏
教

徒
会
議
日
本
大
会
実
行
委
員
会
」
が
組
織
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
組
織
を
有
機

的
に
効
果
あ
ら
し
め
る
に
は
、
一
つ
に
資
金
の

集
ま
り
具
合
に
か
か
っ
て
来
る
。

　
い
ま
だ
正
式
に
決
定
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が

概
要
と
し
て
三
億
円
弱
の
経
費
を
要
す
る
と
む

く
さ
れ
、
こ
の
大
会
を
名
実
と
も
に
成
功
に
導

く
に
は
、
我
国
仏
教
徒
が
一
つ
に
な
っ
て
世
界

に
そ
の
範
を
示
す
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
何
卒
、
主
旨
を
お
く
み
と
り
い
た
だ
き
、
多

大
な
る
御
援
助
、
御
協
賛
を
賜
り
た
く
存
じ
ま

す
。
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
、
　
「
世
界
仏
教
徒
憲

章
」
の
前
文
と
目
的
、
ま
た
大
A
百
程
案
等
を

掲
載
し
ま
す
。

　
　
世
界
仏
教
徒
憲
章
前
文

　
一
九
五
〇
年
六
月
六
日
、
第
一
回
世
界
仏
教

徒
大
会
に
各
国
お
よ
び
多
数
の
組
織
を
代
表
し

て
参
加
し
た
我
女
は
世
界
仏
教
会
を
一
致
協
力

し
て
設
立
し
、
仏
陀
の
教
え
を
遵
守
実
践
し
、

我
々
が
生
き
た
信
仰
の
光
輝
あ
る
模
範
と
な
り

仏
陀
の
崇
高
な
る
教
義
を
全
力
を
も
っ
て
広
め

全
世
界
に
奉
仕
と
犠
牲
の
慈
愛
の
精
神
が
満

ち
、
地
上
の
人
々
と
そ
の
政
府
を
し
て
時
代
を

こ
え
て
仏
教
的
生
活
に
導
く
べ
く
啓
発
感
化

し
、
か
く
て
人
類
の
平
和
と
調
和
、
さ
ら
に
は

生
き
と
し
生
け
る
も
の
全
て
の
幸
福
が
も
た
ら

さ
れ
る
よ
う
、
こ
こ
に
、
こ
の
憲
章
を
採
択
、

制
定
、
公
布
す
る
。

　
　
世
界
仏
教
会
の
目
的

ω
会
員
間
の
仏
陀
の
教
の
厳
格
な
遵
守
実
践
を

　
増
進
す
る
。

㈲
仏
教
徒
の
団
結
と
連
帯
と
友
愛
を
は
か
る
。

の
仏
陀
の
崇
高
な
教
義
を
弘
め
る
。

目
社
会
的
、
教
育
的
、
文
化
的
、
そ
し
て
そ
の

　
他
の
人
道
的
活
動
を
組
織
し
実
行
す
る
。

㈱
人
類
の
平
和
と
調
和
、
生
類
の
幸
福
を
確
保

　
す
る
た
め
に
働
き
、
同
じ
目
的
を
も
つ
他
の

　
組
織
と
協
力
す
る
。

　
　
第
十
二
回
W
F
B
日
本
大
会
口
程
案

昭
和
五
十
三
年
九
月
三
十
日
～
十
月
六
日

　
9
月
3
0
日
、
代
表
団
到
着
、
執
行
委
員
会
、

　
　
　
　
　
　
最
高
委
員
会

　
1
0
月
1
日
開
会
式
（
東
京
）

　
1
0
月
2
日
各
種
委
員
会
分
科
会
シ
ン

　
　
　
　
　
　
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
　
講
演
会

　
1
0
月
3
日
各
種
委
員
会
分
科
会

　
1
0
月
4
日
京
都
観
光

　
1
0
月
5
日
閉
会
式
（
京
都
）

　
1
0
月
6
日
置
表
団
帰
国

「
2
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ス
リ
ラ
ン
カ
首
相
歓
迎

糞
裂
盛
大
に
茶
会
ひ

　
ス
リ
ラ
ン
カ
の
ス
リ
マ
ボ
・
バ
ン
ダ
ラ
ナ
イ

ケ
首
相
が
、
十
一
月
十
二
日
、
公
賓
と
し
て
来

日
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
に
お
目
に
か
か
っ
た

ほ
か
、
十
五
、
十
七
日
の
二
回
に
わ
た
っ
て
三

木
首
相
と
会
談
し
、
二
国
間
の
経
済
協
力
問
題

な
ど
を
話
し
あ
っ
て
十
八
日
に
帰
国
し
た
。

　
こ
の
来
日
を
機
会
に
全
日
本
仏
教
会
で
は
歓

迎
の
茶
会
を
、
十
一
月
十
七
日
午
前
十
時
三
十

分
よ
り
、
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー
オ
オ
タ
ニ
桂
の
間

に
て
催
し
た
。

　
首
相
官
邸
で
三
木
首
相
と
の
会
談
を
す
ま
せ

た
あ
と
、
バ
ン
ダ
ラ
ナ
イ
ケ
首
相
一
行
は
、
ニ

ュ
国
選
オ
タ
ニ
V
I
P
専
用
入
口
に
て
、
大
谷

光
紹
新
門
（
大
谷
光
暢
法
主
代
）
な
ど
の
出
迎

え
を
う
け
、
桂
の
間
に
て
出
席
者
の
合
掌
を
う

写
真
は
歓
迎
に
合
掌
で
答
え
る
首
相

、
り
く

け
、
仏
像
、
仏
旗
、
両
国
国
旗
に
飾
ら
れ
た
席

に
つ
い
た
。

　
鎌
田
全
日
仏
国
際
部
長
の
司
会
に
よ
り
茶
会

は
す
す
め
ら
れ
、
ま
ず
大
谷
光
紹
新
門
が
英
語

で
歓
迎
の
挨
拶
。
つ
づ
い
て
バ
ン
ダ
ラ
ナ
イ
ケ

首
相
が
「
わ
が
国
と
日
本
と
は
経
済
協
力
も
友

好
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
仏
教
国
と
し

て
仏
教
の
交
流
も
活
発
に
お
こ
な
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
な
お
日
本
か
ら
は
多
く
の
仏
教
親
善
の

方
々
が
お
見
え
に
な
り
ま
す
が
、
ス
リ
ラ
ン
カ

で
は
温
く
お
迎
え
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
ぜ
ひ
と
も
お
こ
し
下
さ
い
」
と
挨
拶
し
松

涛
弘
道
師
（
国
際
専
門
委
員
）
が
通
訳
し
た
。

そ
の
あ
と
寛
い
だ
雰
囲
気
の
中
で
、
関
尚
道
、

岡
野
貴
美
子
、
中
山
理
々
、
巌
谷
勝
雄
、
麻
布

照
海
の
各
師
が
挨
拶
す
る
と
、
首
相
な
ら
び
に

テ
ィ
ラ
カ
ラ
ト
ナ
大
使
夫
妻
は
席
を
立
っ
て
、

各
テ
ー
ブ
ル
を
回
り
、
出
席
者
一
人
一
人
と
親

し
く
懇
談
さ
れ
、
「
あ
な
た
は
ス
リ
ラ
ン
カ
に

行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」
・
「
京
都
の
お

寺
を
参
詣
し
て
き
ま
し
た
」
な
ど
と
言
葉
を
交

し
た
。

　
最
後
に
出
席
者
を
代
表
し
て
山
本
ス
ギ
全
日

仏
常
務
理
事
よ
り
記
念
品
が
渡
さ
れ
、
厳
し
い

警
護
の
な
か
を
迎
賓
館
に
お
帰
り
に
な
っ
た
。

　
　
出
席
者
（
順
不
同
敬
称
略
）

　
大
谷
光
紹
、
山
本
ス
ギ
、
熊
野
竜
夫
、
岡
野

貴
美
子
、
麻
布
照
海
、
巌
谷
勝
雄
、
西
村
輝
成

新
美
孝
道
、
船
口
暉
子
、
織
内
七
郎
、
長
田
順
　
　
川
島
宏
之
、
町
田
宗
夫
、
西
村
敏
子
、
マ
ガ
ラ

海
、
柳
了
堅
、
黒
田
武
志
、
松
涛
弘
道
、
瀬
川
　
　
ス
ッ
タ
、
矢
部
和
雄
、
椎
名
潤
、
大
塚
新
参
、

晴
朗
、
藤
岡
義
昭
、
関
尚
道
、
市
川
智
康
、
杉
　
　
安
藤
義
祐
、
竜
山
哲
成
、
鎌
田
良
昭
、
加
藤
千

崎
義
孝
、
野
村
宗
春
、
中
山
理
々
、
坂
田
安
儀
　
　
代
女

　
　
’
～
「
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リ
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～
7
♂
ρ
、
’
｛
’
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・
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7
’
ノ
ρ
・
鷹
・
’
～
7
2
’
2
’
二
て
’
7
，
ア
2
㌧
翻
馬
’
τ
’
置
㌦
ρ
も
ρ
τ
’
，
う
ρ
5
’
一
’
7
’
『
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
界
宗
教
者
会
議
　
　
マ
ー
「
ア
ジ
ア
の
平
和
、
安
全
、
人
間
尊
厳
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
W
C
R
P
）
日
本
　
　
・
中
平
健
吉
氏
が
基
調
講
演
「
ア
ジ
ア
に
お
け

アジア宗教者平和会議

事前研究会と結団式

委
員
会
で
は
、
十
月

二
十
七
日
～
二
十
八

日
、
東
京
の
ソ
ー
ト

ー
ビ
ル
に
お
い
て
、

十
一
月
下
旬
に
開
催

さ
れ
る
ア
ジ
ア
宗
教

者
平
和
会
議
の
参
加

者
を
対
象
に
関
係
者

を
招
き
、
事
前
研
究

会
お
よ
び
結
団
式
を

行
っ
た
。

　
第
一
日
は
、
庭
野

日
敬
委
員
長
が
「
待

望
の
ア
ジ
ア
宗
教
者

平
和
会
議
は
内
外
の

む
協
力
を
い
た
だ
い

て
、
よ
う
や
く
そ
の

準
備
が
と
と
の
い
ま
し
た
。
世
界
平
和
を
も
た

ら
す
た
め
に
、
ま
た
ア
ジ
ア
の
か
か
え
て
い
る

多
く
の
問
題
の
解
決
に
宗
教
者
の
英
智
を
結
集

し
、
ア
ジ
ア
会
議
を
意
義
あ
る
も
の
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
開
会
の
挨
拶
。
つ
い
で
田
辺

三
助
曹
洞
宗
々
務
総
長
が
「
ア
ジ
ア
の
先
哲
に

よ
っ
て
教
示
さ
れ
た
高
次
元
の
生
活
の
智
恵
を

信
奉
し
行
ず
る
と
こ
ろ
に
平
和
へ
の
道
が
あ

る
」
と
挨
拶
し
た
。

　
こ
の
あ
と
飯
坂
良
明
学
習
院
大
教
授
が
テ
ー

る
平
和
、
安
全
、
人
間
の
尊
厳
」
・
谷
省
吾
皇

学
館
大
教
授
が
テ
ー
マ
3
「
宗
教
教
育
に
よ
る

開
発
事
業
」
・
山
岡
喜
久
男
早
稲
田
大
教
授
が

テ
ー
マ
2
「
新
国
際
経
済
秩
序
と
総
体
的
国
内

開
発
」
・
金
岡
秀
友
東
洋
大
教
授
が
基
調
テ
ー

マ
「
宗
教
に
よ
る
平
和
」
と
そ
れ
ぞ
れ
意
見
発

表
。
こ
れ
を
も
と
に
三
研
究
部
会
に
分
か
れ
第

一
研
究
部
会
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
平
和
、
安

全
、
人
間
の
尊
厳
」
　
（
葉
上
照
澄
議
長
）
、
第

二
研
究
部
会
「
新
国
際
経
済
秩
序
と
総
体
的
国

内
開
発
」
　
（
三
宅
歳
雄
議
長
）
、
第
三
研
究
部

会
「
宗
教
協
力
に
よ
る
開
発
事
業
」
　
（
田
沢
康

三
郎
議
長
）
で
協
議
が
行
わ
れ
た
。

　
午
後
七
時
か
ら
は
結
団
式
が
開
か
れ
（
鎌
田

良
昭
全
日
仏
国
際
部
長
司
会
）
、
代
表
二
十
七

名
、
ほ
か
日
本
代
表
団
の
紹
介
、
永
井
道
雄
文

部
大
臣
、
中
江
要
介
外
務
省
ア
ジ
ア
局
長
等
の

祝
辞
、
代
表
団
代
表
の
決
意
表
明
な
ど
が
和
や

か
な
懇
談
の
う
ち
に
行
わ
れ
た
。

　
第
二
日
目
は
ひ
き
つ
づ
き
研
究
部
会
が
開
か

れ
た
あ
と
、
全
体
会
議
を
開
き
各
研
究
部
会
よ

り
報
告
が
行
わ
れ
、
事
前
研
究
会
は
参
加
者
一

同
の
固
い
決
意
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

　
仏
教
代
表
と
し
て
は
山
田
恵
諦
天
台
座
主
、

葉
上
照
澄
比
叡
山
長
膓
、
中
山
理
々
日
本
仏
教

論
難
会
理
事
長
ら
の
参
加
と
と
も
に
、
全
日
仏

の
石
川
恒
彦
国
際
部
主
事
も
出
席
す
る
。

［3

甲　　　　　一一　一



㌧
　
野
　
■

∬

昭和51年12月1日全　　　　　仏
第3種郵便物認可

　
舗
繋
馨
一
派
お
よ
び
浅
草
寺
幼
稚
園
の
指
導
方
針
を
参
考
に
仏
教
財
部
百

園
児
を
こ
う
指
導
す
る

一
東
京
・
浅
草
寺
幼
稚
園

　
　
　
お
や
く
そ
く

神
様
や
仏
様
を
お
が
み
ま
し
ょ
う

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
言
う
こ
と
を
よ
く

　
聞
い
て
、
り
っ
ぱ
な
人
に
な
り
ま
し
ょ
う

　
み
ん
な
仲
よ
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

　
「
お
約
束
」
の
第
一
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
三
園
で
は
仏
教
に
対
す
る
帰
依
を
、
合

掌
し
て
礼
拝
す
る
姿
勢
か
ら
指
導
す
る
。
園
児

達
が
登
園
し
た
際
に
は
、
玄
関
正
面
に
安
置
さ

れ
て
い
る
「
子
育
延
命
地
蔵
尊
」
に
か
わ
い
い

手
を
合
わ
せ
て
「
お
地
蔵
様
、
お
よ
よ
う
O
ぎ

い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
す
。
ま
た
、
毎

朝
必
ず
行
う
朝
礼
で
は
、
朝
の
あ
い
さ
つ
を
し

た
後
、
園
庭
に
安
置
さ
れ
て
い
る
「
観
音
様
」

に
手
を
合
わ
せ
、
O
名
号
を
三
回
唱
え
ま
す
。

　
　
　
の
の
さ
ま
の
歌

お
目
目
を
つ
ぶ
り
　
手
を
あ
わ
せ

　
の
ん
の
ん
の
の
さ
ま
お
が
み
ま
し
ょ
う

み
ん
な
が
よ
い
子
に
な
る
よ
う
に

　
の
ん
の
ん
の
の
さ
ま
お
が
み
ま
し
ょ
う

　
こ
の
歌
は
、
そ
の
朝
礼
時
に
み
ん
な
で
歌
う

「
観
音
様
」
の
歌
で
観
音
様
を
「
の
の
さ
ま
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
み
ん
な
で
手

を
合
せ
、
常
に
「
観
音
様
」
を
身
近
か
に
感
じ

園
児
達
に
信
仰
心
を
芽
生
え
さ
せ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
、
本
園
の
第
一
の
教
育
目
的
で
あ
る

「
本
尊
観
世
音
菩
薩
の
O
精
神
を
奉
戴
す
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　
　
浅
草
寺
幼
稚
園
教
育
目
的

　
本
尊
観
世
音
菩
薩
の
ご
精
神
を
奉
戴
す
る
。

健
康
で
明
る
く
た
く
ま
し
い
子
ど
も
に
育
て

　
る
。

　
友
達
と
楽
し
く
協
力
し
あ
う
子
供
に
育
て
る

　
情
操
豊
か
に
物
を
大
切
に
す
る
子
ど
も
に
育

　
て
る
。

　
さ
て
こ
れ
ら
の
目
的
を
い
か
に
具
現
す
る
か

と
言
う
こ
と
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
日
々
の
保
育

の
中
で
達
成
し
よ
う
と
す
る
努
力
が
な
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
ほ
か
に
四
季
折
々
の
行
事
、
あ

る
い
は
仏
教
的
年
中
行
事
が
そ
の
手
助
け
を
し

て
い
る
こ
と
も
、
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
こ
に
は
、
た
だ
単
に
強
制
的
な
行
事
に
と
ど

ま
ら
ず
、
真
に
実
り
あ
る
子
供
達
の
心
を
育
て

る
行
事
を
目
指
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
四
月
八

日
の
「
花
ま
つ
り
」
で
は
、
先
生
に
お
釈
迦
様

が
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
時
の
話
し
を
聞
き
、
花

ま
つ
り
の
歌
を
お
ぼ
え
て
、
お
釈
迦
様
に
対
す

る
親
近
感
を
深
め
、
甘
茶
を
か
け
て
お
釈
迦
様

の
誕
生
を
祝
う
と
同
時
に
、
「
よ
い
子
に
な
り

ま
す
よ
う
に
」
と
お
願
r
い
し
ま
す
。
こ
こ
で
言

う
「
よ
い
子
」
と
は
、
先
の
目
的
で
の
べ
た
よ

う
な
、
明
る
く
健
康
的
で
素
直
な
子
供
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
。

　
ま
た
本
園
で
は
、
観
音
様
と
同
様
に
お
地
蔵

様
を
深
く
信
仰
し
て
お
り
ま
す
。
お
地
蔵
様
は

古
来
、
童
話
・
童
謡
の
中
に
数
多
く
語
ら
れ
唄

わ
れ
て
お
り
、
子
供
達
に
親
近
感
を
待
た
れ
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
観
音
様
と
同
じ
よ
う
に
、

子
供
達
の
邊
し
い
成
長
と
身
辺
の
安
全
を
常
に

お
守
り
下
さ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

意
味
か
ら
、
本
園
で
は
お
地
蔵
様
を
尊
び
、
十

℃

寺宝を焼失から守るために一

●定　価
　01kg型
　02kg型

27，000円

32．000円

●ハロン1301消火器の特長
　O文化財・調度品を汚損しない
　O消火剤の定期的詰め替えが不必要なので経済的である
　O消火能力が非常に優れている
　O人体に対して安全である

寺院は建物自体が失ってはならない文化財であるばか
りでなく、内部には仏像、掛軸、襖絵等の貴重な宝物、
英術品が数多く収納されています。
消防白書によりますと、49隼度中に神社、仏閣等の出
火件数は218件、損害額は10億円余にのぼっています。
このような火災による損害を防ぐ最良の方法は、なん
といっても「初期消火」です。
ハロン1301消火器は従来の消火器にはない数々の特長
を備えた理想的な消火器です。

〒100東京都千代田一丸の内3丁目2番3号（富士ビル）

TEL．03－216－277’1（代表）
富盛幽劇猛謝7お問合せ・お申込み先

4一
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一
月
四
日
の
「
地
蔵
供
養
」
に
お
い
て
は
、
園

児
達
が
各
家
庭
よ
り
お
花
を
一
輪
ず
つ
、
浅
草

寺
境
内
に
あ
る
鎮
護
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
お

地
蔵
様
に
献
華
を
し
て
供
養
い
た
し
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
「
成
道
会
」
「
渥
薬
会
」
な
ど
の

多
く
の
仏
教
的
行
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

種
々
の
行
事
を
行
い
園
児
達
を
指
導
す
る
に
あ

た
り
、
一
番
重
要
な
こ
と
は
、
各
教
諭
の
、
そ

の
行
事
に
対
す
る
心
構
え
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
若
い
教
諭
の
中
に
は
、
・
そ
れ
ら
に
対
す
る

知
識
を
全
く
持
ち
合
わ
せ
な
い
も
の
や
、
無
関

心
の
者
も
お
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
教
化
す
る
こ

と
が
先
決
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
本
号

で
は
毎
週
土
曜
日
に
教
職
員
の
勤
行
を
行
っ
て

お
り
、
そ
れ
に
よ
り
教
諭
自
身
の
仏
教
に
対
す

る
理
解
と
信
仰
を
よ
り
一
層
高
め
、
ひ
い
て
は

園
児
教
育
に
効
果
を
上
げ
て
い
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

豊
山
保
育
の
理
念
と
目
標

　　

@　

@　

@　

@　

P
東
京
・
豊
山
派
宗
務
所

　
　
豊
山
保
育
の
理
念

　
仏
教
系
幼
稚
園
の
園
長
は
仏
教
者
で
あ
り
、

仏
教
に
対
す
る
理
解
は
充
分
と
思
う
が
、
保
育

者
に
お
い
て
は
、
か
な
ら
ず
し
も
そ
う
で
あ
る

と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
豊
山
保
育
の

理
念
を
論
ず
る
に
あ
た
っ
て
、
仏
教
の
特
性
に

つ
い
て
、
「
神
と
仏
」
、
「
顕
教
と
密
教
」
、

「
幼
児
宗
教
心
理
の
特
質
」
な
ど
を
知
っ
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
は
略
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
ま
ず
理
念
か
ら
述
べ
て
み
た
い
。

　
豊
山
派
の
保
育
理
念
は
「
大
日
経
」
の
三
句

で
あ
る
。
「
大
日
経
」
住
心
立
に
、

“
世
尊
よ
、
是
の
如
き
智
慧
は
、
何
を
以
て
因

　
と
な
し
、
云
何
ん
が
根
と
な
し
、
三
三
ん
が

　
究
寛
と
な
す
（
中
略
）
二
言
わ
く
、
菩
提
心

　
を
因
と
な
し
、
大
悲
を
根
本
と
な
し
、
方
便

　
を
究
寛
と
な
す
“

　
こ
の
因
・
根
・
寛
究
の
三
句
を
保
育
の
理
念

と
す
る
と
き

　
①
幼
児
の
有
す
る
、
ま
こ
と
の
心
た
る
浄
菩

提
心
を
教
育
の
因
と
考
え
、
こ
の
成
仏
可
能
の

仏
性
か
ら
、
ま
こ
と
の
心
を
も
っ
て
合
掌
し
、

み
仏
を
拝
む
理
想
を
引
き
出
す
こ
と
か
ら
出
発

せ
ね
ば
な
ら
ね
。

　
②
い
つ
く
し
み
の
行
い
を
す
る
。
仏
を
拝
む

幼
児
の
心
が
浄
菩
提
心
の
功
徳
力
に
よ
っ
て
根

を
は
り
、
あ
ら
ゆ
る
善
い
行
い
が
生
ま
れ
て
く

る
。
　
③
仲
よ
し
の
よ
い
子
に
な
る
。

　
と
い
う
私
達
の
目
指
の
理
想
的
人
間
像
が
う

ま
れ
る
。
こ
の
理
念
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で

生
か
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。

　
　
実
際
の
日
常
礼
拝

　
ま
ず
日
常
の
礼
拝
は
毎
朝
全
園
児
が
一
堂
に

会
し
て
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。
園
の

環
境
、
設
備
そ
の
他
の
事
情
で
週
何
回
、
あ
る

い
は
そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
室
で
も
や
む
を
得
な
い

場
合
も
あ
る
が
、
敬
慶
な
雰
囲
気
の
中
で
行
な

え
ば
よ
い
と
思
う
。

　
1
集
合
　
2
合
掌
礼
拝
　
3
讃
仏
歌
　
4
献

供
（
灯
、
香
、
華
）
　
5
お
つ
と
め
（
南
無
大

師
遍
照
金
剛
三
回
）
　
6
お
ち
か
い
　
7
讃
仏

歌
　
8
仏
教
童
話
（
あ
る
い
は
法
話
）
　
9
合

掌
礼
拝
　
－
o
退
場

　
な
お
日
常
礼
拝
を
基
と
し
、
年
間
の
諸
行
事

は
こ
れ
を
内
容
的
に
、
時
間
的
に
拡
大
し
て
い

く
こ
と
が
よ
い
。

　
　
年
間
指
導
目
標

　
そ
こ
で
豊
山
保
育
の
年
間
計
画
を
み
る
と
、

仏
教
の
単
元
を
計
画
の
中
に
配
列
し
作
成
し
て

い
る
。
教
義
の
上
か
ら
重
要
な
仏
教
徳
目
を
幼

児
の
発
達
や
集
団
生
活
の
状
況
に
か
か
わ
り
や

す
い
形
で
配
列
し
、
そ
の
具
体
化
を
は
か
っ
て

単
元
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
各
月
O
と
の
単
元

が
、
日
常
の
園
生
活
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
活

動
に
展
開
す
る
の
か
は
こ
こ
で
は
略
す
。

　
①
菩
提
心
宿
因
　
ま
こ
と
の
心
を
持
ち
つ
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
け
ま
し
ょ
う

　
②
大
悲
為
根
　
　
い
つ
く
し
み
の
行
い
を
し

③
方
便
為
血
斑

4
月

5
月

ま
し
ょ
う

仲
よ
く
よ
い
子
に
な
り
ま

し
ょ
う

み
ほ
と
け
さ
ま
を
拝
み
ま
し
ょ
う
（
如

来
加
持
力
）

き
ま
り
を
守
り
ま
し
ょ
う
（
持
戒
）

76月月8
月

1110　9
月月月

12
1
月

32月月
よ
い
行
い
を
し
ま
し
よ
う
（
功
徳
力
）

だ
れ
に
で
も
親
切
に
し
ま
し
よ
う
（
布

施
）ひ
と
の
注
意
を
す
な
お
に
聞
き
ま
し
ょ

う
（
法
界
力
）

ひ
と
の
役
に
立
ち
ま
し
ょ
う
（
利
行
）

み
ん
な
仲
よ
く
し
ま
し
よ
う
（
一
事
）

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
や
り
ま
し
ょ
う

（
精
進
）

が
ま
ん
強
い
子
に
な
り
ま
し
ょ
う
（
忍

辱
）思
い
や
り
の
あ
る
こ
と
ば
で
話
し
ま
し

ょ
う
（
愛
語
）

心
を
お
ち
つ
け
ま
し
ょ
う
（
禅
定
）

賢
こ
い
子
に
な
り
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
智
慧
）

ら
O
o
o
O
o
o
O
o
o
n
U
o
o
O
o
o
O
o
o
O
o
o
O
o
♂

伽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噌

田募

　東京都台東区寿2－10－9（地下鉄田原町駅前）

　電話代表　（481）4965
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全
日
仏
婦
浅
草
寺
大
会

秋
雨
の
中
、
二
百
名
が
参
加

　
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
で
は
、
こ
の
と
こ
ろ

全
日
本
仏
教
徒
会
議
に
併
せ
て
、
同
地
に
お
い

て
全
国
大
会
を
開
催
し
て
き
た
が
、
本
年
の
三

重
大
会
と
仏
婦
の
訪
伯
旅
行
と
が
同
時
期
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
、
十
一
月
十
一
日
、
浅
草
寺

を
会
場
に
「
第
二
十
三
回
全
日
仏
婦
浅
草
寺
大

会
」
を
開
催
し
た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
秋
雨
の
中
を
全
国
か
ら

会
員
二
百
名
が
参
集
し
、
午
前
十
一
時
よ
り
浅

草
寺
本
堂
に
お
い
て
、
浅
草
寺
貫
首
・
清
水
谷

　
　
　
滅
楽

　　

髄
氈
A

灘
灘
難
轟

・
儀

写
真
は
挨
拶
す
る
山
本
理
事
長

1聯

恭
順
馬
下
導
師
の
も
と
に
会
員
物
故
者
追
悼
法

要
を
厳
修
、
一
条
智
光
副
会
長
の
法
話
の
あ

と
、
場
所
を
五
重
塔
に
移
し
祝
宴
に
入
っ
た
◎

　
祝
宴
は
主
催
者
を
代
表
し
て
山
本
ス
ギ
理
事

長
が
挨
拶
。
つ
づ
い
て
比
叡
山
延
暦
寺
長
膓
の

葉
上
照
澄
師
が
ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ
え
て
記
念
講

演
。
来
賓
祝
辞
の
あ
と
一
条
智
光
、
岡
野
貴
美

子
両
副
会
長
の
大
僧
正
就
位
の
お
祝
い
、
仏
門

役
員
高
齢
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
岡
野
副
会

長
が
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
た
。

　
午
後
二
時
か
ら
は
総
会
が
開
か
れ
、
会
務
報

告
や
会
員
紹
介
が
あ
っ
た
あ
と
、
参
加
会
員
全

員
で
「
仏
婦
の
歌
」
を
合
唱
し
て
閉
会
し
た
。

　
翌
日
は
希
望
会
員
に
よ
り
、
柴
又
帝
釈
天
や

西
新
井
大
師
な
ど
の
東
京
下
町
名
刹
め
ぐ
り
を

行
っ
た
。
な
お
大
会
に
は
全
日
仏
よ
り
安
藤
義

血
事
務
次
長
が
出
席
し
た
。

真
言
宗
豊
山
派
、
川
田
管

長
の
就
任
式
と
晋
山
式

　
真
言
宗
豊
山
派
・
川
田
聖
見
第
二
十
二
世
管

長
、
総
本
山
長
谷
寺
第
七
十
六
世
化
主
の
就
任

式
と
晋
山
式
が
そ
れ
ぞ
れ
宗
内
外
・
真
言
各
山

関
係
者
多
数
が
出
席
し
挙
行
さ
れ
た
。

　
就
任
式
は
十
月
二
十
八
日
、
東
京
の
豊
山
派

宗
務
所
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
、
川
田
管
長
は

「
教
化
の
本
分
を
自
覚
し
、
先
師
の
恩
徳
に
報

え
」
と
垂
示
、
熊
野
宗
務
総
長
が
奉
答
し
た
。

こ
の
あ
と
田
辺
哲
崖
全
日
本
理
事
長
、
別
所
弘

因
智
山
派
総
長
、
稲
岡
覚
順
浄
土
宗
総
長
、
中

村
康
隆
大
正
大
学
長
ら
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
晋
山
式
は
十
一
月
十
五
日
、
奈
良
の
総
本
山

長
谷
寺
に
お
い
て
厳
粛
に
執
行
さ
れ
、
川
田
化

主
は
「
長
谷
寺
の
興
隆
に
一
身
を
捧
げ
る
」
と

垂
示
し
た
。
こ
の
あ
と
関
尚
道
根
来
寺
座
主
、

中
村
康
隆
大
正
大
学
長
ら
が
祝
辞
を
述
べ
、
熊

野
宗
務
総
長
が
最
後
に
挨
拶
し
た
。

　
な
お
長
谷
寺
の
寺
務
長
に
は
中
川
祐
俊
師
が

が
既
任
し
た
。

糟瀾

h
秦
貫
主
の
晋
山
式

　
曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺
第
七
十
六
世
・
秦
慧

玉
貫
首
の
晋
山
式
が
、
十
月
二
十
日
、
伝
統
に

従
っ
て
厳
修
さ
れ
た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
秋
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず

宗
内
外
関
係
者
等
二
千
名
が
参
列
す
る
な
か
で

新
貫
首
は
古
式
に
の
っ
と
り
厳
か
に
晋
山
の
儀

を
終
え
た
。
こ
の
あ
と
大
本
山
総
持
寺
岩
本
貫

首
、
田
辺
宗
務
総
長
、
中
川
福
井
県
知
事
ら
の

祝
辞
を
う
け
た
。

難
讃
知
野
沢
管
長
晋
山
式

　
信
貴
山
真
言
宗
管
長
・
総
本
山
朝
曇
孫
子
寺

第
百
三
十
三
世
法
主
野
沢
密
厳
視
下
の
晋
山
式

は
、
十
一
月
一
日
午
前
十
一
時
半
か
ら
朝
鳶
孫

子
寺
本
堂
に
お
い
て
、
宗
門
・
墓
言
湊
山
な
ど

関
係
各
位
多
数
が
参
列
し
て
執
行
さ
れ
た
。
新

管
長
の
表
白
文
奉
読
の
あ
と
、
関
尚
道
根
来
寺

座
主
ら
が
祝
意
を
表
し
た
。

仏
教
タ
イ
ム
ス
創
立

三
十
周
年
記
念
式
典

　
仏
教
タ
イ
ム
ス
社
（
中
山
理
々
社
長
）
で
は

こ
の
ほ
ど
創
立
三
十
周
年
を
む
か
え
、
そ
の
記

念
式
典
が
、
三
十
年
前
に
創
刊
号
が
発
行
さ
れ

た
月
日
と
同
じ
十
月
二
十
五
日
午
後
五
時
か
ら

東
京
・
芝
の
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
、
各
宗

派
、
諸
団
体
関
係
者
な
ど
多
数
が
出
席
し
て
行

わ
れ
た
。

　
第
一
部
の
式
典
は
清
水
谷
恭
順
浅
草
寺
貫
首

の
三
帰
三
文
唱
和
に
は
じ
ま
り
、
飯
野
重
作
仏

タ
イ
専
務
が
開
会
挨
拶
、
続
い
て
全
日
仏
会
長

（
加
藤
海
晃
総
務
局
長
代
読
）
、
法
務
省
顧
問

の
小
野
清
一
郎
東
大
名
誉
教
授
ら
の
祝
辞
が
あ

り
、
さ
ら
に
功
労
物
故
者
十
三
氏
を
代
表
し
て

故
来
馬
道
断
氏
夫
人
秋
子
さ
ん
に
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
た
。
ま
た
三
原
信
一
、
摩
昼
清
之
、
雲

藤
義
道
、
知
切
光
歳
の
各
氏
に
は
感
謝
状
が
贈

ら
れ
た
あ
と
、
中
山
理
々
社
長
が
挨
拶
と
謝
意

を
表
し
た
。

　
こ
の
あ
と
笠
原
一
男
東
大
教
授
が
「
戦
後
の

仏
教
の
文
書
伝
道
」
と
題
し
て
記
念
講
演
を
行

っ
た
。

　
第
二
部
の
祝
宴
は
、
来
馬
規
雄
副
社
長
の
開

会
で
は
じ
ま
り
、
森
本
博
子
さ
ん
の
創
作
舞
踊

「
法
の
舞
」
の
あ
と
、
浄
土
宗
・
稲
岡
宗
務
総

長
、
日
蓮
宗
・
松
村
宗
務
総
長
（
代
）
、
聖
観

音
宗
・
壬
生
宗
務
総
長
、
孝
道
教
団
・
岡
野
統

理
、
念
法
真
教
・
長
谷
川
宗
務
総
長
、
全
日
仏

婦
・
山
本
理
事
長
、
東
京
都
仏
・
桜
井
会
長
ら

が
次
々
と
祝
意
を
述
べ
、
最
後
に
万
歳
三
唱
で

め
で
た
く
閉
会
し
た
。
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ぎ
ご
ミ
さ
ロ
ニ
コ
ピ
コ
　
ま
　
ニ
言
言
き
ぎ
で
ま
ミ
二
二
ロ
ロ
ヨ
ロ
コ
き
と
　
二
号
ロ
ロ
ヨ
ぎ
き
ネ
こ
ロ
二
一
ニ
コ
　
ミ
の
ら
ら
　
　
二
言
ビ
ロ
ヨ
さ
と
　
　
ニ
　
コ
ロ
ヨ
コ
ロ
コ
　
二
言
コ
ロ
　
ぼ
　
さ
　
ニ
ニ
コ
一
二
ロ
　
と
　
　
ニ
ニ
　
ロ
ヨ
　
ま
　
ニ
の
ロ
　
ピ
ぎ
サ
さ
コ
ニ
リ
　
ニ
コ
ぎ
ぎ
　
ゆ
ら
　
二
者
　
ぎ
ぎ
と
ぎ
こ
ニ
お
き
コ
コ
の
　
り
ゆ
　
あ
　
ロ
お
ロ
　
ミ
ら
も
ロ
二
二
ニ
　
ぎ
ぎ
く
ま
　
ニ
ロ
ニ
ま
ぎ
　
ヒ
と
ミ
リ
ロ
ニ
ロ
ロ
ヨ
ロ
　
コ
キ
　
コ
ニ
お
コ
ロ
け

剛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
・

京
都
府
仏
教
会

　
京
都
府
仏
教
会
は
去
る
六
月
に
会
長
の
任

期
満
了
に
よ
り
、
理
事
長
は
じ
め
役
員
人
事

を
一
新
し
、
事
務
局
長
も
更
送
、
事
実
上
新

発
足
の
体
勢
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
諸
役
員
の
努
力
に
よ
り
歩
ん

だ
長
い
年
月
で
あ
る
が
、
ふ
り
返
っ
て
見
る

と
仏
供
米
や
灯
油
の
配
給
を
扱
っ
た
戦
中
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
精
神
的
に
も
物
質
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
も
貧
の
底
に
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
戦
後
は
練
成
会
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
援
金
托
鉢
等
、
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
に
つ
け
て
僧
侶
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
卒
乱
し
て
団
結
の
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
の
多
か
っ
た
記
憶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
あ
る
。
だ
が
戦
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
数
年
を
経
て
各
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
派
と
も
混
乱
期
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
ち
直
り
、
宗
内
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
動
が
盛
ん
に
な
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
れ
て
仏
教
会
に
対

す
る
寺
院
の
考
え
は
“
加
入
し
て
お
ら
ね
ば

な
ら
な
い
”
か
ら
”
加
入
し
て
い
て
も
よ

い
”
に
変
っ
て
来
た
よ
う
に
見
受
け
る
。

”
歩
き
始
め
た
ば
か
り
”

　
と
こ
ろ
が
さ
ら
に
近
年
、
事
業
面
を
強
調

し
、
そ
の
成
果
に
よ
っ
て
経
済
的
な
補
け
を

得
て
会
の
活
動
源
を
豊
か
に
し
、
会
員
の
関

心
を
大
に
す
る
方
針
が
取
ら
れ
て
来
た
。
結

果
は
当
事
者
に
誤
り
が
あ
っ
た
た
め
か
、
仏

教
会
と
は
別
の
団
体
に
寄
付
金
を
導
入
し
、

あ
る
い
は
事
務
局
の
一
部
に
自
己
の
物
欲
を

満
た
す
傾
向
が
目
立
ち
は
じ
め
、
会
に
は
大

き
な
赤
字
が
生
じ
、
会
員
の
増
加
を
計
る
ど

こ
ろ
か
“
任
意
団
体
で
あ
る
”
と
し
て
減
少

の
恐
れ
が
生
じ
て
来
た
。

　
こ
こ
に
お
い
て
任
期
満
了
を
待
ち
、
理
事

長
以
下
の
役
員
新
任
に
よ
り
、
事
務
局
長
に

至
る
ま
で
の
変
更
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が

新
事
務
局
に
残
さ
れ
た
も
の
は
莫
大
な
赤
字

財
政
と
失
わ
れ
た
信
頼
と
で
あ
る
。

“
加
入
す
る
必
要
が
あ
る
”
会
員
意
識
に
変

る
に
は
、
今
後
長
期
に
わ
た
っ
て
相
当
の
努

力
を
要
し
、
試
練
が
待
ち
受
け
て
い
る
だ
ろ

う
が
「
歩
き
は
じ
め
た
ば
か
り
の
」
仏
教
会

と
し
て
現
況
報
告
に
止
め
る
も
の
で
あ
る
。

喜
ば
れ
る
彼
岸
法
要

　
　
　
！
主
な
事
業
一
1

　
会
報
　
B
4
版
十
頁
程
度
の
も
の
を
年
二

回
発
行
し
て
い
る
。
財
源
は
広
告
等
に
頼
っ

て
い
る
が
、
正
月
号
に
は
会
員
の
会
報
に
対

す
る
関
心
を
高
め
る
よ
う
年
賀
交
換
を
お
願

い
し
て
発
行
の
一
助
と
し
て
い
る
。
会
務
報

役
員
の
人
事
を
一
新

財
政
の
再
建
へ
取
り
組
む

　
従
っ
て
、
京
都
府
仏
教
会
と
し
て
当
面
の

問
題
は
、
財
政
の
再
建
に
と
り
組
み
つ
つ
、

失
わ
れ
た
信
頼
を
ど
の
よ
う
に
し
て
取
り
戻

す
か
で
あ
る
。
卒
直
に
過
去
を
認
め
、
会
員

の
た
め
に
あ
る
仏
教
会
と
し
て
期
待
さ
れ
、

現
代
に
生
き
る
に
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
と

い
う
よ
う
な
、
他
府
県
仏
で
は
過
去
の
も
の

と
な
っ
た
命
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
立
ち
お

く
れ
ぶ
り
で
あ
る
。

　
各
宗
派
本
山
、
宗
務
庁
の
圧
倒
的
に
多
い

し
か
も
反
面
、
三
千
の
中
小
寺
院
を
持
つ
京

都
府
仏
が
“
任
意
団
体
で
あ
る
〃
考
え
を

告
の
他
、
会
員
の
海
外
仏
蹟
訪
問
記
、
所
感

府
下
単
仏
だ
よ
り
等
を
予
定
し
て
い
る
。

　
彼
岸
骨
灰
法
要
　
毎
年
春
秋
半
期
間
に
亡

く
な
り
、
京
都
市
営
の
火
葬
場
で
火
葬
さ
れ

た
府
、
市
民
の
残
骨
総
供
養
を
行
う
も
の
で

あ
る
。
毎
回
九
百
人
ほ
ど
の
遺
族
、
縁
者
が

参
詣
さ
れ
る
◎
今
年
春
は
千
本
釈
迦
堂
大
報

恩
等
、
秋
は
真
言
宗
智
山
派
智
積
院
で
行
わ

れ
、
会
所
大
徳
方
の
法
話
を
頂
い
た
。
府
、

市
民
と
密
接
に
結
び
つ
き
感
謝
さ
れ
て
い
る

企
画
で
あ
る
。

　
成
道
会
　
各
宗
派
持
ち
回
り
で
成
道
会
法

要
を
行
い
組
長
以
上
の
役
員
が
参
詣
す
る
。

こ
れ
を
機
会
に
、
同
日
は
、
同
一
寺
院
に
三

十
年
以
上
勤
続
住
職
を
仏
教
会
長
が
、
五
十

年
以
上
勤
続
住
職
を
京
都
府
知
事
が
表
彰
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
懇
親
会
も
合
わ
せ

て
行
わ
れ
る
。

毎
年
年
末
に
ひ
ら
く

　
管
長
、
門
跡
、
貫
主
等
各
本
山
、
本
庁
代

表
会
議
　
京
都
は
各
宗
派
本
山
、
本
庁
、
門

跡
寺
院
が
多
い
が
、
そ
れ
ら
寺
院
の
管
長
、

門
跡
方
は
、
超
宗
派
で
の
懇
談
、
お
つ
き
合

い
の
機
会
も
、
重
要
な
課
題
と
し
て
、
例
年

年
末
に
会
所
持
ち
回
り
で
行
わ
れ
て
い
る
。

今
年
は
十
二
月
九
日
、
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺

本
山
を
会
所
と
し
て
、
臨
済
宗
南
禅
寺
派
管

長
勝
平
宗
徹
老
師
の
「
中
国
を
訪
問
し
て
」

の
お
話
を
伺
い
、
懇
談
会
が
行
な
わ
れ
る
。

　
会
後
の
企
画
と
し
て
は
、
会
員
総
会
が
開

催
さ
れ
る
気
運
を
作
り
上
げ
る
こ
と
を
重
要

な
課
題
と
し
て
い
る
。

事
務
局
　
京
都
市
中
京
区
東
洞
院
通
り
三

　
　
　
　
条
下
ル
　
住
心
院
内

会
　
　
長

副
会
長

同一
事
長

副
理
事
長

同事
務
局
長

野
々
山
龍
全

宮今栗小葉声
嚢村田林野井

泰斗魁忍照年
年要酒戒澄洲

一
昌
言
・
…
‡
…
・
旨
旨
・
・
…
零
…
二
二
言
…
・
零
・
三
三
言
・
…
＄
…
・
二
一
言
・
．
：
3
…
・
二
言
・
・
…
2
▼
…
・
・
二
言
・
・
…
零
…
・
三
■
曜
鱒
・
…
零
…
・
・
誓
言
…
零
，
…
・
二
言
’
．
■
ら
◆
…
・
幽
一
＝
言
…
2
・
…
・
§
言
，
：
零
…
。
二
＝
言
…
零
：
・
重
三
言
…
ら
◆
…
二
二
冒
言
：
≧
…
・
妄
言
●
…
零
・
…
●
二
■
言
…
零
…
二
島
■
一
・
．
…
零
…
昌
二
言
…
．
3
。
。
5
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宗
教
法
人
審
議
会
委
員

　
文
部
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
宗
教
法
人
審

議
会
第
十
三
期
委
員
が
発
令
さ
れ
た
。
同
審
議

会
は
、
文
部
大
臣
に
よ
る
規
則
等
の
不
認
証
の

決
定
や
、
公
益
事
業
以
外
の
事
業
の
停
止
命
令

な
ど
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
す
る
。
全
日
仏
関

係
の
委
員
は
次
の
通
り
。

　
田
辺
哲
崖
（
曹
洞
宗
々
務
総
長
）
、
浅
井
堅

教
（
豊
山
派
前
宗
務
総
長
）
、
藤
岡
義
昭
（
本

願
寺
派
築
地
別
院
輪
番
）
、
松
村
寿
顕
（
日
蓮

宗
学
務
総
長
）◇

掲
◇
示
◇
板
◇

　
　
真
言
宗
豊
山
派
新
人
事

▼
豊
山
派
で
は
鳥
居
敬
誉
管
長
の
退
任
に
伴
い

川
田
聖
見
師
が
第
二
十
二
代
管
長
に
就
任
（
十

月
十
六
日
付
）
、
ま
た
浅
井
堅
教
宗
務
総
長
が

退
任
し
、
熊
野
龍
夫
師
が
宗
務
総
長
に
任
命
さ

れ
た
。
新
人
事
は
次
の
通
り
。
　
（
十
月
二
十
一

右
付
）

　
宗
務
総
長
・
熊
野
龍
夫
、
総
務
部
長
・
加
藤

龍
弘
、
財
務
部
長
・
岩
脇
宏
信
、
教
化
部
長
・

門
屋
大
寿
、
教
務
部
長
・
田
野
憲
宥

　
　
高
野
山
真
言
宗
新
人
事

▼
高
野
山
真
言
宗
で
は
、
近
藤
本
昇
宗
務
総
長

退
任
に
伴
い
、
阿
部
野
竜
正
師
を
新
総
長
に
選

出
し
た
。
阿
部
野
新
内
局
は
左
の
通
り
。

　
宗
務
総
長
・
阿
部
野
竜
正
、
総
務
部
長
．
麻

生
恵
光
、
教
学
部
長
・
島
田
信
了
、
財
務
部
長

・
稲
葉
義
猛
、
法
会
部
長
・
辻
徹
秀
、
山
林
部

長
・
伊
勢
木
俊
範昭

和
玉
卜
一
≠
七
二
月
一
日
曜
だ

　
高
知
県
仏
会
長
に
島
田
信
了
師

▼
高
知
県
仏
教
会
で
は
横
山
玄
秀
会
長
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
島
田
信
了
師
（
高
野
山
真
言
宗

高
野
寺
住
職
）
を
会
長
に
選
出
し
た
。

　
　
大
正
大
学
創
立
五
十
周
年
式
典

　
浄
士
宗
、
天
台
宗
、
智
山
派
、
豊
山
派
が
共

同
運
営
す
る
大
正
大
学
（
中
村
康
隆
学
長
）
で

は
、
十
一
月
一
日
、
創
立
五
十
周
置
記
念
式
典

を
盛
大
に
挙
行
し
、
一
層
の
飛
躍
を
誓
っ
た
。

　
　
全
日
仏
事
務
総
局
人
事

財
務
部
長
岩
脇
宏
信
豊
山
　
1
0
月
3
0
日
退

文
化
部
長
市
橋
俊
昭
豊
山
　
1
1
月
1
日
新

組
織
部
長
　
滝
　
真
澄
　
大
谷
　
　
〃
　
　
移

財
務
部
長
　
小
峰
令
丸
　
智
山
　
　
〃
　
　
移

．
事
務
総
局
録
事
（
＋
一
月
）

八四二
日日日

　
十
日

十
一
日

十
五
日

十
七
日

十
八
日

十
九
日

　
二
十
日

二
十
一
日

二
十
四
日

二
十
五
日

　
三
十
日

発
行
人

東
仏
理
事
会
出
席

W
F
B
企
画
小
委
員
会

局
内
会
議

W
F
B
勧
財
小
委
員
会

W
F
B
企
画
小
委
員
会

仏
婦
大
会
出
席

長
谷
寺
晋
山
式
参
列

W
F
B
勧
財
小
委
員
会

バ
ン
ダ
ラ
ナ
イ
ケ
首
相
歓
迎
会

日
宗
連
理
事
会

W
F
B
準
備
合
同
委
員
会

世
界
仏
教
徒
会
議
執
行
委
員
会

長
野
県
仏
教
徒
大
会
出
席

埼
玉
県
仏
と
打
合
せ

W
F
B
合
同
小
委
員
会

局
内
会
議

常
務
理
事
会

湖
証
．
浩

～

宗義法人の皆さま、大切な資産運用に国債をご活用にな

りませんカも国が発行する債券ですから、もちろん安全

確実。さらに宗義法人は免税団体ですので利息は非課税

扱いになり年8％の大きな利息がそっくり10年間、確

保されます。また短期の資産運用をお考えなら、短期間

でも有利な既発国債も利用できます。皆さまの資産運用

が明日の国づくりにも役立ち、一石二鳥。ぜひ、今後の資産

運用の柱に、国債をご検討ください。

〒103東京都中央区日本橋1丁目
電話　（03）211－3811（大代表）
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